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和歌山県田辺湾のミドリイガイ(二枚貝綱,イガイ目)

田名瀬　英　朋*・久保田　　　信*

Hidetomo Tanase and Shin Kubota: A green mussel Perna viridis (Bivalvia, Mytiloida) from Tanabe Bay,

Wakayama Prefecture, Japan

ミドリイガイPernaviridis (Linnaeus, 1758)は,台

湾以南,インド・西太平洋に広く分布する亜熱帯・熱帯

系のイガイ科の二枚貝であるが,わが国でも1967年以降

に,東京都から高知県にかけての太平洋岸や瀬戸内海の

一端で発見されるようになった(梶原, 1984;朝倉,

1992 ;有山, 1992など)0

和歌山県下では,日高郡南部町の堺漁港で1個体の死

殻が1980年3月に発見された(石川, 1984)のを最初に,

1992年の8月と11月に西牟婁郡串本町の潮岬の海岸で約

30個体の死殻(紀伊民報, 1993)が確認されている。し

かし,両地域で採集された貝殻は付着基盤から剣離して

いるため,現場近くで成長したものか,人為的に投棄さ

れたものかの判別がついていない。最近, 1996年1月16

日に田辺湾の神島(田辺市)付近に浮かべてあった養殖

用のブイに付着していた数個体の貝殻が採集された(紀

伊民報, 1996)c　筆者らは,上記の神島付近からの採集

と時を同じくして,田辺湾の3ヶ所(西牟婁郡白浜町)

から本種を採集したので報告する。

(1)古賀浦の浮き桟橋

1996年1月18日　1個体

前後軸長　26mm

設置されて10年以上を経過した浮き桟橋の海面

下に付着している多数のチレこアイガイMyti-

lus edulisgalloprovinciahs Lamarckに混じって

いるのを採集した(図1)。この個体は桟橋に

図1古賀浦のミドリイガイ

付着した状態で死亡しており,軟体部はまった

く残っておらず,右殻の内面に付着したばかり

のウズマキゴカイが3個体みられた。

(2)阪田の養魚用いけす

1996年2月4日　2個体

前後軸長　28mm, 17mm

約2年間,海面で使用した後に交換された発泡

スチロール製の浮き樽用保護カバーに付着して

いる多数のチレニアイガイに混在していた。 2

個体とも新鮮な軟体部が残っていた(図2)0

(3)大蛇島の養魚用いけす

1996年2月8日　5個体

前後軸長　42mm, 33mm, 31mm

31mm, 20mm

約3年間,海面で使用した後に交換されたイケ

スで,多数のチレニアイガイに混じっていた。

5個体とも生きた状態で採集した。

全個体とも殻皮は淡色あるいは濃色の緑色で,殻の内

面は真珠光沢が強く,前閉殻筋の欠如,前後に分離した

後収足筋,殻頂にみられる1個の中歯などの形質状態は

本種の特徴(Bal &Rao, 1990)に合致した。

植田・萩原(1990)による神奈川県江の島での本種の

成長の様子からみて,本個体は付着後1年以内のものと

推定される。また,近年の田辺湾での付着動物の生息調

査(原田・小松, 1995;Kubota,1994,未発表データ)

図2　阪田のミドリイガイ(軟件部)
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では本種が確認されていないことなどから,田辺湾では

ミドリイガイは偶来種であると思われる。今回確認され

た3地点も含めて,本種の成長の有無や越冬・繁殖の可

能性について観察を継続している。

おわりに,養魚用イケスの設置状況についてご教示い

ただいた近畿大学水産養殖種苗センターの宮下　盛氏,

中務　寛氏に感謝の意を表する。
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